
貸 借 対 照 表
令和６年

　

３月３１日
学校法人

　

常陽学園
（単位

　

円）
資 産 の 部

科

　　　　　　　　

目 本 年 度 末 前 年 度 末 増

　　　　

減

固定資産 （

　　　　　

３，９１５，５７５，８３２） （

　　　　　

３，９３０，６５４，８１８）（△

　　　　　　

１５，０７８，９８６）

有形 固定 資産 （

　　　　　

３，６９４，９８６，９０６） （

　　　　　

３，７３６，４３５，９０３）（△

　　　　　　

４１，４４８，９９７）

土

　　　　　　

地 １，４１４，４９８，４３３ １，４１４，４９８，４３３ Ｏ

建

　　　　　　

物 １，７５７，８４５，６８７ １，８３２，７３０，９８８ △

　　　　　　　　

７４，８８５，３０１

構

　　

築

　　

物 ２４，８６４，６１４ １７，０１６，７４３ ７，８４７，８７１

教育研究用機器備品 ２８７，７９０，２９１ ２６５，８０４，９９０ ２１，９８５，３０１

管理用機器備品 １，７１９，５５０ ３，８６６，６４９ △

　　　　　　　　

２，１４７，０９９

図

　　　　　

書 ２０８，２６８，３３１ ２０２，５１８，１００ ５，７５０，２３１

特

　

定

　

資

　

産 （

　　　　　　

１７５，６４６，１０９） （

　　　　　　

１４５，６４５，２６６）（

　　　　　　　

３０，０００，８４３）

退職給与引当特定資産 １７５，６４６，１０９ １４５，６４５，２６６ ３０，０００，８４３

その他の固定資産 （

　　　　　　　

４４，９４２，８１７） （

　　　　　　　

４８，５７３，６４９）（△

　　　　　　　

３，６３０，８３２）

電 話 加 入 権 ６９６，３８４ ６９６，３８４ Ｏ

長 期 貸 付 金 ６，２２７，５００ ４，４５２，０００ １，７７５，５００

商

　　

標

　　

権 ３７４，５７６ ４６９，２２８ △

　　　　　　　　　　

９４，６５２

保

　　

証

　　

金 ２８，８６９，６５７ ３１，４２３，８５７ △

　　　　　　　　

２，５５４，２００

ソフトウェア ８，６６４，７００ １１，４２２，１８０ △

　　　　　　　　

２，７５７，４８０

出

　　

資

　　

金 １１０，０００ １１０，０００ Ｏ

流動資産 （

　　　　　

１，１６１，６４０，０５４） （

　　　　　

１，１６９，０４８，３３３）（△

　　　　　　　

７，４０８，２７９）

現

　

金

　

預

　

金 １，１１５，８４１，９７８ １，１２９，４４７，４１２ △

　　　　　　　

１３，６０５，４３４

未

　

収

　

入

　

金 ３４，２３６，５７８ ２５，２６９，６６９ ８，９６６，９０９

短 期 貸 付 金 １，６０４，５００ ２９６，５００ １，３０８，０００

前

　　

払

　　

金 ９，７３６，９９８ １４，０３４，７５２ △

　　　　　　　　

４，２９７，７５４

立

　　

替

　　

金 ２２０，０００ Ｏ ２２０，０００

資産の部合計 （

　　　　　

５，ｏ７７，２１５，８８６） （

　　　　　

５，ｏ９９，７０３，１５１）（△

　　　　　　

２２，４８７，２６５）

負 債 の 部
科

　　　　　　　　

目 本 年 度 末 前 年 度 末 増

　　　　

減

固定負債 （

　　　　　　　

９０３，０５８，６３９） （

　　　　　　　

９２１，１３０，６１１）（△

　　　　　　

１８，０７１，９７２）

長 期 借 入 金 ６１０，０８３，０２９ ６４７，４８３，１７３ △

　　　　　　　　

３７，４００，１４４

退職給与引当金 ２６９，２６５，０００ ２４５，８２０，０００ ２３，４４５，０００

長 期 未 払 金 ２３，７１０，６１０ ２７，８２７，４３８ △

　　　　　　　　

４，１１６，８２８

流動負債 （

　　　　　

１，０４５，８３７，９０６） （

　　　　　

１，０９２，２９９，１７２）（△

　　　　　　

４６，４６１，２６６）

短 期 借 入 金 ４０，４９９，９８０ ３７，０２８，１６０ ３，４７１，８２０

未

　　

払

　　

金 １１１，６５６，５５６ ９８，６９５，９５５ １２，９６０，６０１

前

　　

受

　　

金 ８０７，７９５，０００ ８９２，２６５，０００ △

　　　　　　　　

８４，４７０，０００

預

　　

り

　　

金 ８５，８８６，３７０ ６４，３１０，０５７ ２１，５７６，３１３

負債の部合計 （

　　　　　

１，９４８，８９６，５４５） （

　　　　　

２，０１３，４２９，７８３）（△

　　　　　　

６４，５３３，２３８）

純 資 産 の 部
科

　　　　　　　　

目 本 年 度 末 前 年 度 末 増

　　　　

減

基本金 （

　　　　　

５，５２４，５６０，６６８） （

　　　　　

５，３８２，３３１，ｏ７５）（

　　　　　　

１４２，２２９，５９３）

第１号

　

基本金 ５，３７３，５６０，６６８ ５，２３１，３３１，０７５ １４２，２２９，５９３

第４号

　

基本金 １５１，０００，０００ １５１，０００，０００ Ｏ

繰越収支差額 （△

　　　　

２，３９６，２４１，３２７） （△

　　　　

２，２９６，ｏ５７，７０７）（△

　　　　　

１００，１８３，６２０）

翌年度繰越収支差額 △

　　　　　　

２，３９６，２４１，３２７ △

　　　　　　

２，２９６，０５７，７０７ △

　　　　　　　

１００，１８３，６２０

純資産の部合計 （

　　　　　

３，１２８，３１９，３４１） （

　　　　　

３，０８６，２７３，３６８）（

　　　　　　　

４２，０４５，９７３）

負債及び純資産の部合計 （

　　　　　

５，０７７，２１５，８８６） （

　　　　　

５，０９９，７０３，１５１）（△

　　　　　　

２２，４８７，２６５）

重要な会計方針

（１） 引当金の計上基準

　　

徴収不能引当金

　　　

未収入金の徴収不能に備えるため、個別に見積もった徴収不能の見込み額を計上している。

　　

退職給与引当金

　　　

退職金の支給に備えるため、期末要支給額２６９，２６５，０００円の１００％を計上している。

（２） その他の重要な会計方針

　　

預り金その他経過項目に係る収支の表示方法

　　　

預り金に係る収入と支出は相殺して表示している。
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３． 減価償却額の累計額の合計額

２，３８２，６９４，１４２円

４． 徴収不能引当金の合計額

１，９７２，２００円

５． 担保に供されている資産の種類及び額

　

担保に供されている資産の種類及び額は次のとおりである。
土地

　　　　　　　

１，３００，３０７，１３６円

建物 ５１７，９４３，３０９円

６． 翌年度以後の会計年度において基本金への組入れを行うこととなる金額

７１３，８５６，０４０円

７， 当該会計年度の末日において第４号基本金に相当する資金を有していない場合のその旨と対策

　　

第４号基本金に相当する資金を有しており、該当しない。

８． その他財政及び経営の状況を正確に判断するために必要な事項

　　

（１） 関連当事者との取引

　　　　

関連当事者との取引の内容は、次のとおりである。 （単位：円）

属性 役員、 法人等の名称 住所
資本金ま
たは出資
金
事業内容
又は職業

議決権
の所有
割合

関係内容
取引の内
容 取引金額 勘定科目

期末
残高役員の

兼任等
事業上
の関係

理事 松崎

　

勝 顧問弁護
士

顧問弁護
士報酬
（・注１）

１，３２０，０００

（注１） 顧問報酬料の支払いについては、 市場価格を勘案して一般的取引条件と同様に決定している。

（２） 短期借入金の返済について

　

３月３１日返済予定の元金３，０９９，８３６円は金融機関休業日のため翌営業日 （４月１日） に返済しました。
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